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I. 貸借対照表 

 

 

 

  

金 額 金 額

Ⅰ 2,041,867 Ⅰ 857,547

105,449 178,751

13,681 122,948

525,610 247,000

201,214 225,205

460,086 35,175

39,140 13,834

19,534 3,050

254,672 8,952

136,363 17,029

266,376 5,600

19,738 Ⅱ 857,654

Ⅱ 1,639,734 623,636

1 有形固定資産 354,804 200,000

139,741 29,668

4,046 4,350

23,658 1,715,202

0

4,278 Ⅰ 1,967,865

183,079 1 資本金 235,000

2 無形固定資産 1,501 2 資本剰余金 190,000

692 190,000

809 3 利益剰余金 1,542,865

3 投資その他の資産 1,283,427 26,683

5,736 1,516,182

1,256,307 別 途 積 立 金 1,424,350

140 退 職 積 立 金 53,000

1,047 繰 越 利 益 剰 余 金 38,832

13,381 Ⅱ △ 1,465

6,814 △ 1,465

1,966,400

3,681,602 3,681,602

社 債

平成31年3月31日現在

【単位：千円】

科 目 科 目

資産の部 負債の部

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 及 び 預 金 支 払 手 形

受 取 手 形 買 掛 金

売 掛 金 短 期 借 入 金

製 品 1年以内返 済長 期借 入金

原 材 料 未 払 金

仕 掛 品 未 払 費 用

前 払 費 用 未 払 法 人 税 等

未 収 入 金 未 払 消 費 税 等

立 替 金

役 員 賞 与 引 当 金

預 り 金

固 定 資 産

繰 延 税 金 資 産

長 期 借 入 金

負 債 合 計

建 物

短 期 貸 付 金

退 職 給 付 引 当 金

固 定 負 債

構 築 物

株 主 資 本

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

工 具 器 具 備 品

1) 資本準備金

土 地

純資産の部

1) 利益準備金

ソ フ ト ウ ェ ア

2) その他利益剰余金

電 話 利 用 権

投 資 有 価 証 券

出 資 金

そ の他 有 価証 券評 価差 額金

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

関 係 会 社 株 式

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

長 期 前 払 費 用
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II. 個別注記表 

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1. 有価証券の評価基準及び評価方法 

一. 子会社株式及び関連会社株式 ····················· 移動平均法による原価法 

二. 市場価格のあるその他有価証券 ·················· 期末日の市場価格に基づく時価法 

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定

しています） 

2. たな卸資産の評価方法 

一. 製品及び仕掛品 ······································· 先入先出法 

二. 原材料···················································· 移動平均法 

3. 固定資産の減価償却の方法 

一. 有形固定資産 ················································ 定率法 

ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物については、定額法。 

二. 無形固定資産 ················································ 定率法 

ただし、自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間 5 年に基づく定額法。 

4. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産負債は、原則として「外貨建取引等会計処理基準」に基づき換算していま

す。 

5. 引当金の計上基準 

一. 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、受取手形、売掛金及び貸付金等の期末残

高に対して計上しています。 

二. 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金を計上しています。 

6. リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

7. 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理 ······································ 税抜方式 
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2. 貸借対照表に関する注記 

1. 有形固定資産の減価償却累計額 ···············3,427,796 千円 

2. 受取手形割引高 ········································ 22,460 千円 

3. 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

一. 売上高··················································· 21,299 千円 

二. 仕入高及び営業経費 ······························ 115,331 千円 

4. 株主資本等変動計算書に関する注記 

1. 当該事業年度の末日における発行済株式の数 

普通株式··················································· 83,000 株 

 

5. 税効果会計に関する注記 

1. 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳 

一. 繰延税金資産 

イ 退職給付引当金 ····································· 9,060 千円 

ロ 未払事業税 ·············································· 854 千円 

ハ その他 ················································ 16,637 千円 

ニ 繰延税金資産合計 ································· 26,552 千円 

6. 1 株当たり情報に関する注記 

1. 1 株当たり純資産額 ······························ 23,691 円 56 銭 

2. 1 株当たり当期純利益 ·····························  123 円 76 銭 

7. その他の注記 

1. 重要な後発事象に該当する事実はありません。 

2. 計算書類等の記載金額は、原則として単位未満の端数を切り捨てて表示しています。 

 

 


